
 

協議第３１号 

   

 

生活環境事業について 
    

 

 

 

生活環境事業について、次のとおり提案する。 

 

 

 

 

平成１５年９月２５日提出 

 

八日市市・永源寺町・五個荘町・ 

愛東町・湖東町合併協議会 

会 長  中 村  功 一 

 

 

記 
 

 

  

生活環境事業については、別紙のとおりとする。 

 



NO.１

【環境基本条例】 【環境基本条例】 【環境基本条例】 【環境基本条例】 【環境基本条例】

【環境基本計画】 【環境基本計画】 【環境基本計画】 【環境基本計画】 【環境基本計画】

八日市市環境基本計画 愛東町環境行動計画
平成12年12月策定 平成15年3月策定

　「人・まち・自然がたからもの孫
子につなぐ愛の田園」を環境像
に掲げ、本町の特性を生かした
環境の保全と創造を図るための
基本目標・基本施策と具体的事
業計画を定めている。
　また、計画を効果的に推進する
ために重点プロジェクトや数値目
標を設け、その進行管理を行う。

　該当なし
（策定時期） （策定時期）
（目　　 　的） （目　　　 的）

（名   　   称） 　該当なし 　該当なし （名   　   称）

湖　東　町

　該当なし

　１．環境施策については、持続可能な社会の実現のため新市発足後すみやかに環境基本条例を制定する。また、条例に基づき良好な
　　環境の保全と創造を図るための諸施策を総合的、計画的に推進する。

　２．ごみ処理については、資源循環型社会の構築をめざし、これまでの地域の取り組みを生かしながら市民、事業者、市の協働により、
　　積極的にごみの減量化、資源化を推進する。また、ごみの収集区域及び体制は、現行のとおり新市に引き継ぐこととし、収集日・収集
　　品目等については、合併後２年以内を目途に調整する。

１　　　　　市　　　　　４　　　　　町　　　　　の　　　　　現　　　　　況
調整の具体的な内容

八日市市

調　整　方　針

　該当なし 　該当なし

　八日市市環境基本条例に基づ
き、循環、共生、参加、創出を基
本理念とし、八日市の環境を生
活環境、自然環境、田園環境、ま
ちなみ環境、地球環境の５つに
区分し環境保全施策を展開す
る。
　また、環境問題の原因が市民
生活や事業活動であることから市
民、事業者、市の環境行動指針
を掲げライフスタイルや事業活動
を環境保全への行動へと導く。進
捗状況については、毎年環境白
書を作成し公表する。

愛　東　町

（計画概要）

　愛東町内の大字が策定した地
域環境行動計画に基づき、良好
な環境の保全と創造を図るため
に、健全で持続可能な社会の実
現に向けた環境行動計画を策定
し、計画的に推進する。

愛東町孫子安心条例
　(平成13年制定）

永源寺町 五個荘町

　都市化の進行や大量生産、大
量消費、大量廃棄型の社会経済
活動や生活様式が定着するなか
で、生活排水による水質汚濁や
廃棄物、新たな環境問題を解決
するため広範多岐にわたる環境
保全施策を長期的な観点から総
合的、計画的に推進する。

（計画概要）

　
　

　 環境基本計画は、新市において
策定する。

八日市市環境基本条例
　(平成10年制定）

八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併協議会の調整方針

１９‐８ 協定項目名   生活環境事業協定項目番号



NO.２

【新エネルギー施策】 【新エネルギー施策】 【新エネルギー施策】 【新エネルギー施策】 【新エネルギー施策】

平成14年2月策定 平成14年3月策定

※

　地域新エネルギービジョンは、新
市の環境基本計画に掲げる理念に
基づき、新市において策定する。

　 地方公共団体等における新エネル
ギー（太陽エネルギー・風力エネル
ギー・バイオマスエネルギーなど）導入
の促進を図ることを目的に、平成7年度
からはじまった「地域新エネルギービジョ
ン策定等事業（ＮＥＤＯによる補助事業：
100％補助）」は、地球温暖化を引き起こ
す温室効果ガスの削減という国家的目
標の達成を第一義としつつ、加えて、地
域振興や教育効果といった視点につい
ても十分配慮したビジョンづくりが求めら
れている｡

　本町における新エネルギー導
入の可能性を探り、その普及に
向けて短期・長期計画を掲げて
いる。
　また、確実な実行に向けた「しく
み作り」を「推進体制の設置」を計
画している。

　本市への太陽光、太陽熱、風
力、バイオマスエネルギー等の導
入について市民、事業者、市の
パートナーシップにより推進する
ことが定められ、その推進の核と
なるボランティア団体「八日市新
エネルギー推進会議」を設立しプ
ロジェクトの推進を図る。

該当なし

（目　　　　的）

（ ビ ジ ョ ン 概 要 ） （ ビ ジ ョ ン 概 要 ）

　総合計画の重点プロジェクトで
ある「エコビレッジプラン」に基づ
き、環境に適合した新エネルギー
の導入や省エネルギーの推進に
向けて地域が一体となって環境
負荷の低減に向けて取り組むた
めに、策定した。

（策定時期） （策定時期）

（目　　　　的）

１ 　　　　市　　　　　４　　　　　町 　　　　の 　　　　現 　　　　況
調整の具体的な内容

愛東町地域新エネルギー
ビジョン

　環境基本計画の掲げる理論や
環境像をエネルギー利用の側面
から、石油等化石資源の枯渇と
地球温暖化問題に地域から対応
するため具体的なプロジェクトを
掲げた。

八日市市 永源寺町 五個荘町 愛 東 町

八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併協議会の調整方針

該当なし
（名   　   称）八日市市地域新エネル

ギービジョン
（名   　   称）

湖　東　町

協定項目番号 １９‐８ 協定項目名   生活環境事業

該当なし



NO.３

【ごみ処理施設】 【ごみ処理施設】 【ごみ処理施設】 【ごみ処理施設】 【ごみ処理施設】
　可燃ごみの処理 可燃ごみの処理
　　中部清掃組合 　　湖東広域衛生管理組合

　不燃ごみの処理 不燃ごみの処理
　　中部清掃組合 　愛知郡広域行政組合

【ごみの収集回数】 【ごみの収集回数】 【ごみの収集回数】 【ごみの収集回数】 【ごみの収集回数】
　可燃ごみ　　：　　週２回 　可燃ごみ　　：　　週２回 　可燃ごみ　　：　　週２回 　可燃ごみ　　：　　週１回 　可燃ごみ　　：　　週１回

　　　　１・２月週１回
　不燃ごみ　　：　　月１回 　不燃ごみ　　：　　月１回 　不燃ごみ　　：　　月１回 　不燃ごみ　　：　　月１回

【粗大ごみ回収】 【粗大ごみ回収】 【粗大ごみ回収】 【粗大ごみ回収】 【粗大ごみ回収】

３．粗大ごみの特別有料収集

　　・処理手数料

【有料ごみ回収】 【有料ごみ回収】 【有料ごみ回収】 【有料ごみ回収】 【有料ごみ回収】
○バッテリー回収（無料） ○消火器　　500円/本 ○タイヤ 　350～2,000円/本 ○タイヤ 　350～2,000円/本

○バッテリー 　15円/kg ○バッテリー　　150円/10kg
○パソコン 　2,700円/台 　（上記は、年１回実施）
　（上記は、年１回実施）

　有料ごみ回収としては、バッテ
リー・消火器を位置づけ、旧市町域
単位で年１回実施する。
　なお、タイヤ・パソコンの回収は行
わない。

協定項目名協定項目番号 １９‐８

　可燃ごみの収集回数は、平成１７
年度から週２回とする。

　不燃ごみ(ガレキ含む)の収集回数
は、現行のとおりとする。

　ごみの処理は、現行のとおり合併
前の旧市町域で加入している組合
で処理する。

  生活環境事業

　ガ レ キ    　：　　年６回 　ガ レ キ    　：　　年６回

同　　左

　粗大ごみの処理については、現行
のとおりとする。
　
　金属性粗大ごみについては、合併
時は現行のとおりとし、合併後２年
以内に調整する。
　
　粗大ごみを個人で搬入できない人
に対しては、合併時に八日市市の
特別有料収集の例により実施する。

※
　パソコンは、平成１５年１０月１日から資
源有効利用促進法の対象。リサイクルの
協力を求める。

１．粗大ごみ一斉回収を各集落で年１回
  役場（拠点回収）年２回実施。

八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併協議会の調整方針

湖　東　町
調整の具体的な内容

１　　　　　市　　　　　４　　　　　町　　　　　の　　　　　現　　　　　況

１．粗大ごみ一斉回収を各集落で年１回
  実施。

１．　同　　　左 １．　同　　　左

  不燃ごみ  ：月１回原則（年21~22回）

○粗大ごみの特別有料収集
　　　　　　　　　（上記に掲載）

２．金属性粗大ごみ回収は、各地区単
  位で実施（地区自治連合会へ補助金）

ご
み
の
収
集・
処
理
体
制

１．粗大ごみは、通常個人が中部清掃
  組合能登川清掃センターへ直接持ち
  込み。

粗大ごみ１点につき２，０００円、
２点目以降は１，５００円

２．金属性粗大ごみ一斉回収（拠点回
  収）を年３回実施(役場が実施）

八日市市 永源寺町 五個荘町 愛　東　町

同　　左

同　　左

同　　左

同　　左同　　左

２．金属性粗大ごみ一斉回収を各集落
  で年２回実施（役場が実施）

２．　同　　　左

　個人で直接搬入できない人に対する
  対応として、特別有料収集を実施。



NO.４

【アルミ缶】 【アルミ缶】 月１回 【アルミ缶】 月１回（夏季月２回） 【アルミ缶】 月１回 【アルミ缶】
指定袋・ステーション回収 指定袋・ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収

月１回（夏季月２回） 月１回
指定袋・ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収

【トレー】 該当なし 【トレー】 該当なし 【トレー】 該当なし 【トレー】 月１回 【トレー】 該当なし
ステーション回収

【びん】 月１回 【びん】 月１回 【びん】 月１回（夏季２回） 【びん】 月１回 【びん】
指定袋・ステーション回収 ステーション回収 指定袋・ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収

（コンテナ設置） （コンテナ設置） （コンテナ設置）

月１回原則（年19～20回） 月１回 月１回（夏季月２回） 月１回
指定袋・ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収

（ネット設置） （ネット設置） （ネット設置） （ネット設置）

【古紙】 年６回 【古紙】 月１回 【古紙】 月１回（品目別に隔月） 【古紙】 【古紙】

品目別・ステーション回収 品目別・ステーション回収 品目別・ステーション回収
　（※古布含む）

各種団体による回収 各種団体による回収
（推進補助金を交付） （推進補助金：該当なし）

（推進補助金を交付） （推進補助金を交付） （推進補助金を交付）

【廃食油】 【廃食油】 該当なし 【廃食油】 月１回 【廃食油】 月１回 【廃食油】
ステーション回収 ステーション回収

随時 随時 該当なし 月１回 随時
ステーション回収 拠点回収（役場）

【廃乾電池】 随時 【廃乾電池】 月１回 【廃乾電池】 年１０回 【廃乾電池】 月１回 【廃乾電池】 年２回
ステーション回収 各自治会の回収ボックス ステーション回収 各自治会の回収ボックス
（コンテナ設置）

※ ※

  生活環境事業

　資源回収システムについては、先
進モデルにあいとうリサイクルシス
テム及び五個荘町の古紙回収を位
置づけ、新市において拡大を図る。

　
  缶・トレー・びん・ペットボトル・古
紙・古布の回収は、合併後２年以内
に統一に向けて調整する。

 　廃乾電池の回収は、現行のとお
りとする。

　古紙の行政回収は、新聞・チラシ・
雑誌・段ボールの４品目とする。
　なお、行政回収は団体回収活動
の妨げにならないよう定期回収を行
う。

集団
回収

行政
回収

行政
回収

行政
回収

月１回
　（ボランティアグループ
　　「しゃぼん玉」）

年1～2回
　（地域婦人団体連合会）

【牛乳パック
　・紙パック】

八日市市

協定項目番号

八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併協議会の調整方針

集団
回収

行政
回収

集団
回収

・再資源化方法：バイオディーゼ
ル燃料の精製及び粉石けんの製
造

協定項目名

【スチール缶】

資
源
ご
み
の
収
集・
ご
み
の
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
体
制

拠点回収（公共施設２７箇
所）

【スチール缶】

１ 　　　　市　　　　　４　　　　　町 　　　　の 　　　　現 　　　　況

該当なし
（不燃ごみ回収にて対応）

該当なし
（不燃ごみ回収にて対応）

湖　東　町

　古紙回収における団体回収の
日程は、団体間にて事前に調整
の後、ごみカレンダーに掲載し住
民への啓発と協力を求める。
　行政回収日程も団体回収を優
先に調整する。

　愛東町の資源回収は、７品目１
１種類を一定ルールに従って、指
定回収日に各自治会の当番がス
テーションから町のストックヤード
まで持ち込むもので、官民協働
による「あいとうリサイクルシステ
ム」を実施している。

【ペットボトル】

【スチール缶】

　（※缶は、アルミ・スチール缶混在で回収）

【ペットボトル】

・再資源化方法：粉石けんの製造

【スチール缶】

集団
回収 各種団体による戸別回収

調整の具体的な内容

【牛乳パック
　・紙パック】拠点回収（公共施設１１箇

所）

【牛乳パック
　・紙パック】

【牛乳パック
　・紙パック】

・再資源化方法：バイオディーゼ
ル燃料の精製及び粉石けんの製
造

拠点回収（公共施設４箇
所、店舗４箇所）

　廃食油、牛乳パック、紙パックの
回収については、現況で未実施の
永源寺町の廃食油と五個荘町の牛
乳パック・紙パックを合併時までに
回収を行い、合併後も引き継ぐもの
とする。回収方法等は、合併後２年
以内に統一に向けて調整する。

愛 東 町

年５回
各種団体による戸別回収

年２回

該当なし
（不燃ごみ回収にて対応）

五個荘町

１９‐８

永源寺町

【ペットボトル】【ペットボトル】

　（公共施設を対象に消費
生活学習会が回収）

【牛乳パック
　・紙パック】

年５回

集団
回収 各種団体による戸別回収

１回／年

各家庭で分別して回収場
所へ持参(※古布含む)

月１回

月１回

【スチール缶】

該当なし

月１回

行政
回収

　（※缶は、アルミ・スチール缶混在で回収）

【ペットボトル】

年４回

月１回



合併の方式 関係市町

浦和市

与野市

大宮市

田無市

保谷市

石部町

甲西町

 甲賀地域合併協議会 新設

水口町
土山町
甲賀町
甲南町
信楽町

マキノ町
今津町
安曇川町
高島町
新旭町

新設 高島地域合併協議会

 西東京市 新設 　当面、現行の内容を継続して実施する。ただし、収集区域、収集日、分別方法等については、新市に移行後基本方針を定める。

新設 さいたま市

１９‐８協 定 項 目 Ｎ o .　生活環境事業

　○粗大ごみ等の処分場直接搬入にかかる手数料については、新市発足後はそれぞれ合併前５町の例により徴収し、平成１７年度において統一
　　した手数料を徴収する方向で調整する。
　○一般廃棄物の収集方法、収集区分、収集回数等については、現行のとおり新市に引継ぎ、合併後新市において調整する。
　○生ごみ処理機購入補助制度については、新市発足後、平成１６年度はそれぞれ合併前５町の補助制度を適用し、平成１７年度からは安曇川町
　　の制度を基本として統一する。
　○資源ごみ集団回収補助については、新市発足後、平成１６年年度はそれぞれ合併前５町の補助制度を適用し、平成１７年度からは今津町の制度
　　を基本として統一する。
　○ステーション用ごみかご設置補助については、新市発足後はそれぞれ合併前５町の補助制度を適用し、平成１７年度において、ごみかごの規格、
　　補助金額等について調整する。

　　ごみ処理については、資源循環型社会の構築に向けて可能な限りリサイクルを推進します。
　○家庭系ごみの収集回数、収集方法、分別方法等については、合併時に統一します。
　○生ごみ処理容器及び生ごみ減量化機器購入に対する補助は、水口町の例によることとします。
　○集団資源ごみ回収に対する補助は、合併時に廃止します。
　○家電リサイクル法による特定家電製品の収集運搬手数料は、水口町の例によることとします。
　○ごみ集積所設置補助は、水口町の例によることとします。

　ごみ処理事業については、ごみの減量化・資源化を推進するとともに、市民サービスの低下を生じないよう再編するものとする。

資　料　１

 石部甲西合併協議会 新設 　環境にかかる計画については、新市において策定する。

新市名等 調　　　　　　　整　　　　　　　方　　　　　　　針             〔　抜　　　粋　〕

協　　議　　事　　項

先　　　　　　　　　　進　　　　　　　　　　地　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　例



NO.４

【アルミ缶】 【アルミ缶】 月１回 【アルミ缶】 月１回（夏季月２回） 【アルミ缶】 月１回 【アルミ缶】
指定袋・ステーション回収 指定袋・ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収

月１回（夏季月２回） 月１回

指定袋・ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収

【トレー】 該当なし 【トレー】 該当なし 【トレー】 該当なし 【トレー】 月１回 【トレー】 該当なし

ステーション回収

【びん】 月１回 【びん】 月１回 【びん】 月１回（夏季２回） 【びん】 月１回 【びん】
指定袋・ステーション回収 ステーション回収 指定袋・ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収

（コンテナ設置） （コンテナ設置） （コンテナ設置）

月１回原則（年19～20回） 月１回 月１回（夏季月２回） 月１回
指定袋・ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収 ステーション回収

（ネット設置） （ネット設置） （ネット設置） （ネット設置）

【古紙】 年６回 【古紙】 月１回 【古紙】 月１回（品目別に隔月） 【古紙】 【古紙】

品目別・ステーション回収 品目別・ステーション回収 品目別・ステーション回収
　（※古布含む）

各種団体による回収 各種団体による回収
（推進補助金を交付） （推進補助金：該当なし）

（推進補助金を交付） （推進補助金を交付） （推進補助金を交付）

【廃食油】 【廃食油】 該当なし 【廃食油】 月１回 【廃食油】 月１回 【廃食油】

ステーション回収 ステーション回収

随時 随時 該当なし 月１回 随時
ステーション回収 拠点回収（役場）

【廃乾電池】 随時 【廃乾電池】 月１回 【廃乾電池】 年１０回 【廃乾電池】 月１回 【廃乾電池】 年２回
ステーション回収 各自治会の回収ボックス ステーション回収 各自治会の回収ボックス

（コンテナ設置）

※ ※

  生活環境事業

　資源回収システムについては、先
進モデルにあいとうリサイクルシス
テム及び五個荘町の古紙回収を位
置づけ、新市において

　
  缶・トレー・びん・ペットボトル・古
紙・古布の回収は、合併後２年以内
に統一に向けて調整する。

 　廃乾電池の回収は、現行のとおり
とする。

　古紙の行政回収は、新聞・チラシ・
雑誌・段ボールの４品目とする。
　なお、行政回収は団体回収活動
の妨げにならないよう定期回収を行
う。

集団
回収

行政
回収

行政
回収

調整の具体的な内容

【牛乳パック
　・紙パック】

・再資源化方法：バイオディーゼ
ル燃料の精製及び粉石けんの製
造

行政
回収

月１回
　（ボランティアグループ
　　「しゃぼん玉」）

年1～2回
　（地域婦人団体連合会）

【牛乳パック
　・紙パック】

八日市市

協定項目番号

八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併協議会の調整方針

集団
回収

行政
回収

集団
回収

・再資源化方法：バイオディーゼ
ル燃料の精製及び粉石けんの製
造

協定項目名

【スチール缶】

資
源
ご
み
の
収
集
・
 
ご
み
の
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
体
制

拠点回収（公共施設２７箇
所）

【スチール缶】

１　　　　　市　　　　　４　　　　　町　　　　　の　　　　　現　　　　　況

該当なし
（不燃ごみ回収にて対応）

該当なし
（不燃ごみ回収にて対応）

湖　東　町

【牛乳パック
　・紙パック】拠点回収（公共施設１１箇

所）

【牛乳パック
　・紙パック】

　古紙回収における団体回収の
日程は、団体間にて事前に調整
の後、ごみカレンダーに掲載し住
民への啓発と協力を求める。
　行政回収日程も団体回収を優
先に調整する。

　愛東町の資源回収は、７品目１
１種類を一定ルールに従って、指
定回収日に各自治会の当番がス
テーションから町のストックヤード
まで持ち込むもので、官民協働に
よる「あいとうリサイクルシステム」
を実施している。

【ペットボトル】

【スチール缶】

　（※缶は、アルミ・スチール缶混在で回収）

【ペットボトル】

・再資源化方法：粉石けんの製造

【スチール缶】

集団
回収 各種団体による戸別回収

拠点回収（公共施設４箇
所、店舗４箇所）

　廃食油、牛乳パック、紙パックの回
収については、現況で未実施の永
源寺町の廃食油と五個荘町の牛乳
パック・紙パックを合併時までに回
収を行い、合併後も引き継ぐものと
する。回収方法等は、合併後２年以
内に統一に向けて調整する。

愛　東　町

年５回
各種団体による戸別回収

年２回

該当なし
（不燃ごみ回収にて対応）

五個荘町

　（公共施設を対象に消費
生活学習会が回収）

【牛乳パック
　・紙パック】

年５回

１９‐８

永源寺町

【ペットボトル】【ペットボトル】

集団
回収 各種団体による戸別回収

１回／年

各家庭で分別して回収場
所へ持参(※古布含む)

月１回

月１回

【スチール缶】

該当なし

月１回

行政
回収

　（※缶は、アルミ・スチール缶混在で回収）

【ペットボトル】

年４回

月１回

住民の理解
を得ながら、慎重に検討し拡大を図
っていく。

修正後

　　第３回協議会で提案した内容について、第４回協議会において委員より意見が出され、調整の具体
的な内容を協議会席上において一部修正を行った。




